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新ひだか町静内地区川合牧野団地へ入牧始まる
　新ひだか町牧野静内団地において５月１４日に静内酪農振興会
（会長　小池孝義さん）の生産者を始め、各関係機関により乳牛
の入牧が行われました。
　牧野団地は９２ヘクタールの広大な敷地に、牛のストレスを軽
減し、健康的な育成、丈夫で元気な仔牛を産ませることを目的に
行っており、今年は振興会生産者７戸から集められた生後６ヶ月
から２４ヶ月齢までの乳牛１００頭が入牧しました。また、入牧
の際には、事前に各生産者が行った妊娠鑑定に加え、コンディシ
ョンチェックのための採血や体重測定も実施し、また昨年同様、
近い月齢ごとに４牧区に振り分けることで、よりストレスを軽減
できるよう放牧の工夫を行っています。
　同牧野での放牧は１０月末まで行われる予定で、退牧時までに
１頭当たり１５０kg以上の体重増を目指します。

軽種馬農家等経営改善支援対策事業（黒毛和牛貸付事業）事 業 名

事業内容

事業期間
対象事業

負担区分

軽種馬農家等の肉用牛の導入による経営改善を促進するため、農業協同組合に対し町所
有黒毛和種繁殖素牛を貸付、又は預託することにより、土地利用型農業の確立と農業経
営の安定を目的としている。

（事業費：１３,５００,０００円）

繁殖素牛導入　１５頭

町 ＪＡ 受益者

繁殖牛導入

合　　計

13,500,000円

13,500,000円

－

－

－

－

施設園芸作物土づくり支援事業（新規就農者向け）事 業 名
事業内容

対象資材

負担区分

当地区におきまして、平成２４年度より新規就農研修生の受入を開始し、第１期生から
６期生（平成３１年４月時点）までの新たな農業参入者が就農しております。
経営開始時点における新畑栽培では１～３年の使用により地力が衰え作物の収量減少傾
向となりつつあります。
収量減少による所得低下を防ぐためにも、継続的な土づくりを新規就農者が取り組むこ
とが必要不可欠であり、経営開始時点から土壌診断に基づいた土作りの励行が経営の安
定化につながります。
本事業により基本的な土作りを認定新規就農者を対象に推進し、有機質堆肥「ヒダカノ
キセキ」・「新ひだか町和牛堆肥」の有機物の投入により、地力増進による反収並びに
品質の向上により経営の安定化を図る。

（事業費：１,２００,０００円）

有機堆肥（ヒダカノキセキ・新ひだか町和牛堆肥）

事業対象 青年等就農計画（認定新規就農者）認定

町 ＪＡ 受益者

負担区分 240,000円（20.0％以内） 360,000円（30.0％） 600,000円（50.0％）

平成３１年～令和５年

大きな成長を願って

ジャージー種も入牧しました。

入牧後、牛魂祭が行われました。
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退職職員

鈴 木 　 幸 三経済部資材課

営農部生産課

経済部燃料課

管　理　部

（勤続年数　36年９ヶ月）１月３１日付

秋 元  美沙希 （勤続年数　６年10ヶ月）１月３１日付

今 野 　 勝 之 （勤続年数　４年）５月　６日付

山 岸 　  剛 （勤続年数　38年10ヶ月）５月１０日付

黒毛和牛素牛
市場販売成績
（平成31年１月市場～５月市場）

販売頭数　５７頭（去勢 ３５頭　めす ２２頭）
販売金額　４６,０９４,４００円（去勢 ２９,８５５,５２０円　めす １６,２３８,８８０円）
平均価格　８０８,６７４円　（去勢 ８５３,０１５円　めす ７３８,１３１円）

平成31年１月市場 （１月10日開催）

販売頭数　６１頭（去勢 ３２頭　めす ２９頭）
販売金額　５０,１０９,８４０円（去勢 ２８,５４４,４００円　めす ２１,５６５,４４０円）
平均価格　８２１,４７３円　（去勢 ８９２,０１３円　めす ７４３,６３６円）

平成31年２月市場 （２月６日開催）

販売頭数　６０頭（去勢 ３６頭　めす ２４頭）
販売金額　４７,９４７,６８０円（去勢 ２９,７１０,８００円　めす １８,２３６,８８０円）
平均価格　７９９,１２８円　（去勢 ８２５,３００円　めす ７５９,８７０円）

平成31年３月市場 （３月７日開催）

販売頭数　６４頭（去勢 ３８頭　めす ２６頭）
販売金額　５０,０７２,０４０円（去勢 ３１,４８５,２４０円　めす １８,５８６,８００円）
平均価格　７８２,３７６円　（去勢 ８２８,５５９円　めす ７１４,８７７円）

平成31年４月市場 （４月４日開催）

販売頭数　７７頭（去勢 ４２頭　めす ３５頭）
販売金額　６２,５７６,２８０円（去勢 ３６,５１２,６４０円　めす ２６,０６３,６４０円）
平均価格　８１２,６７９円　（去勢 ８６９,３４９円　めす ７４４,６７５円）

令和元年５月市場 （５月８日開催）

　昨年より黒毛和牛の素牛市場相場は、値下げ傾向にあります
が、当地区は出荷頭数・体型も揃っていることから、購買者の
評価が高く依然高値安定基調となっております。
（※取引結果については、安平町・ホクレン南北海道市場でのもの。)

お疲れさまでした




